
 

建設委員会情報連絡 
 

令和２年３月１２日 
 
情報連絡件名                                頁 
 

（１）大鷲さくら橋の整備状況について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

（２）千住一丁目地区市街地再開発事業の進捗状況について ・・・・・・・・・ ３ 

 

（３）流通業務団地の施設・機能の更新に向けた取組みについて ・・・・・・・ ４ 

 

（４）【追加】区営西新井東及び西新井西自転車駐車場の開設について ・・・・ ７ 

 

（５）補助第２５６号線（花畑大橋通り）の事業認可取得について ・・・・・・ ８ 

 

（６）公益信託あだちまちづくりトラスト助成金の事前相談の開始について ・・ ９ 

 

 （７）密集市街地における防災まちづくりの取組み状況について ・・・・・・・１０ 

 

（８）東京都における「都市計画公園・緑地の整備方針」及び 

「緑確保の総合的な方針」の改定に向けたパブリックコメントについて  １２ 

 

（９）公園施設の年末年始の利用状況について ・・・・・・・・・・・・・・・１５ 

 

（10）マンション管理状況届出制度の施行について ・・・・・・・・・・・・・１６ 

 

（11）ＵＲ東綾瀬団地における住棟活用事業の完了について ・・・・・・・・・１９ 
 

【参考】 

≪交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告事項≫ 

※ 資料は、交通網・都市基盤整備調査特別委員会（都市建設部）の報告資料にあり  

（１）花畑周辺地域におけるバスの検証運行経路案について 

（２）日暮里・舎人ライナー混雑対策に関する取組み状況について 

（３）つくばエクスプレス（首都圏新都市鉄道株式会社）及び 

東京メトロ千代田線のダイヤ改正について 

（４）【追加】コミュニティバス「はるかぜ１号」の運行便数の変更について 

（５）竹ノ塚駅付近鉄道高架化の取組み状況について 

（６）有楽町線（地下鉄８号線）整備促進に向けた取組み状況について 

（都市建設部） 



建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年３月１２日 

件   名 大鷲さくら橋の整備状況について 

所管部課名 都市建設部企画調整課 建設事業調整担当課 

内   容 

東京都第六建設事務所が施工中の大鷲さくら橋については、入札不調に

より工事が中断していたが、残りの工事について請負業者が決定したので

以下のとおり報告する。 

 

１ 工事概要 

  内 容：橋梁取り付け部工事、歩道整備工事ほか 

  工 期：令和２年２月３日～令和２年１１月４日 

   

２ 請負業者 

マルト建設株式会社 

  杉並区成田西一丁目２２－１９ 

 

３ 供用開始 

  手直し等のため、令和３年１月頃を予定している。 

 

４ 施工場所 

  足立区花畑七丁目地内から埼玉県草加市瀬崎七丁目地内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問 題 点 

今後の方針 

工事完了後は、東京都と道路の引継ぎ手続きを行い、橋梁を含め足立区 

道として管理していく。 

 

大鷲さくら橋 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年３月１２日 

件   名 千住一丁目地区市街地再開発事業の進捗状況について 

所管部課名 都市建設部都市計画課 

内   容 

 千住一丁目地区市街地再開発事業の進捗状況について、以下のとおり 

報告する。 

 

１ 工事の進捗について 

（１）新築工事に着工し、現在、地上躯体工事を行っている。 

 【再開発組合による工事スケジュール】 

期 間 工事種類 

令和元年 8月～ （令和2年 6月） 地上躯体工事 

令和元年 11月～ （令和2年 11月） 仕上工事 

令和2年 8月～11月 外構工事 

令和2年 12月 竣工予定 

（２）工事の出来高（令和２年２月末現在） 

   約６１．５％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地上躯体工事状況 ３月２日現在】 

問 題 点 

今後の方針 

 今後とも再開発組合と協議しながら、公共の福祉に寄与する事業となる

よう進めていく。 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年３月１２日 

件   名 流通業務団地の施設・機能の更新に向けた取組みについて 

所管部課名 都市建設部都市計画課 

内   容 

入谷の流通業務団地（北部流通業務団地）の施設・機能の更新に向けた

取組みについて、以下のとおり報告する。 

 

１ 流通業務団地とは（別紙参照 Ｐ５～６） 

（１）昭和４１年７月、流通業務施設が都心部に集中し、交通混雑を引き

起こしていることから、これらの施設を郊外部に再配置し、流通機能

を整備するため「流通業務市街地の整備に関する法律」が制定された。 

（２）昭和４４年３月、入谷地区に流通業務団地が都市計画決定され、用

途と建蔽率が制限されている。 

 

２ 流通業務団地の現状と課題 

（１）街区ごとに建設可能な用途が定められているため、一つの施設で多 

くの機能（加工、梱包、組み立てなど）を持つ近年の物流施設のニー 

ズに応えられていない。 

（２）建蔽率の制限により、施設フロアの大型化に対応できない。 

 

３ 課題の解決に向けた取組み内容 

（１）地権者主催の勉強会に、区と都はアドバイザーとして参加し、近年

の流通ニーズへの対応について検討する。 

（２）流通業務団地の再生にあわせた、災害対策、景観、みどり、環境、 

就業者支援などへの配慮を調整していく。 

（３）流通業務団地等利用車両による周辺道路の駐車対策についても検討

する。 

 

４ 経緯と今後の予定 

期 間 内 容 

令和2年2月3日 第１回北部流通業務団地勉強会 

今後、6回程度の勉強会を予定 

令和3年頃 都市計画変更手続き 
   

問 題 点 

今後の方針 

適宜、都や関係所管とも情報を共有しながら、流通業務団地の施設や機

能の更新を誘導する。 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年３月１２日 

件   名 【追加】区営西新井東及び西新井西自転車駐車場の開設について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 駐輪場対策担当課 

内   容 

 都道環状七号線の西新井陸橋耐震化工事に伴い閉鎖していた区営西新井

東及び西新井西自転車駐車場を開設するので、以下のとおり報告する。 

 

１ 施設概要 

施設名称 所在地 収容台数 

区営西新井東自転車駐車場 足立区栗原１-７-５ ５８５台 

区営西新井西自転車駐車場 足立区栗原３-１-１ ３７９台※ 

※一時利用駐車場１５１台を含む台数 

 

２ 開設日 

  令和２年４月１日（水） 

 

３ 利用料金 

定期利用（一般）２,１００円／月 一時１２０円／日（変更なし） 

【案内図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他 

  開設後、シェアサイクルポート設置の準備をしていく。 

 

問 題 点 

今後の方針 
令和２年４月１日の開設に向け、準備を進めていく。 

 

西新井東自転車駐車場 

西新井西自転車駐車場 

環七 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年３月１２日 

件   名 補助第２５６号線（花畑大橋通り）の事業認可取得について 

所管部課名 道路整備室街路橋りょう課 

内   容 

補助第２５６号線（花畑大橋通り）において、令和２年２月２８日に東

京都から事業認可を取得したので、以下のとおり報告する。 

 

１ 事業概要 

（１）事業延長  ８４０ｍ 

（２）幅  員 １５．０ｍ（両側歩道３．０ｍ、車道９.０ｍ） 

（３）区  間 中央本町三丁目１１番から青井六丁目２５番先 

 

２ 事業認可期間 

令和２年２月２８日～令和１６年３月３１日 

 

３ 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

あだち広報及び区ホームページで周知する。令和２年５月～６月に用地

取得に伴う地権者説明会を実施予定である。 

 

補
助
第
２
５
６
号
線 

（
花
畑
大
橋
通
り
） 

足立 
区役所 

文 
栗島中 

文 
青井高 

事業延長 
８４０ｍ 

環七通り 

補助第138号線(環七南通り) 

国
道
４
号
線 

四家交差点 

文 
足立高 

文 
栗島小 

中央本町三丁目 

青井六丁目 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年３月１２日 

件   名 公益信託あだちまちづくりトラスト助成金の事前相談の開始について 

所管部課名 市街地整備室まちづくり課 

内   容 

 公益信託あだちまちづくりトラスト助成金の申請受付に伴い、まちづく

り課で事前相談を開始するので、以下のとおり報告する。 

 

１ 事前相談期間 

  令和２年４月１０日（金）～令和２年５月１１日（月） 

２ 申請受付 

（１）期間 

令和２年５月１１日（月）～令和２年６月１１日（木） 

（２）申請書提出先 

（株）三菱ＵＦＪ信託銀行 

３ 審査 

・ 書類審査及びプレゼンテーションによる 

・ 令和２年７月に実施予定 

４ 助成金制度の概要 

（１）助成対象者 

・ まちづくりに関する調査、研究、活動を行う個人や団体 

・ マンションの自主管理歩道の改修などを行う団体 

（２）助成対象例 

・ 放置空き家に関する活動と研究 

・ 地域の方を巻き込んだ防災活動、子育て講座等の取組み 

・ 千住地域を舞台とした映画祭やイベントの開催 

・ 区の魅力を高めるガイドブックや刊行物の製作 

・ 自主管理歩道の整備 

（３）助成額 

３００万円/年まで ※応募コースにより助成限度額は異なる。 

 

問 題 点 

今後の方針 

１ 募集チラシを作成し、情報発信を行う。 

２ 対象事業の拡大や手続きの簡素化等により、募集件数を増やす取組み

を進めていく。 
 

9



 

建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年３月１２日 

件   名 密集市街地における防災まちづくりの取組み状況について 

所管部課名 市街地整備室密集地域整備課 

内   容 

密集市街地における防災まちづくりの取組み状況について、以下のとお

り報告する。 

 

１ 西新井駅西口周辺地区まちづくり協議会（第７８回）の開催結果につ

いて 

（１）開催日時 令和２年２月２０日（木）午後７時～午後８時３０分 

（２）場  所 梅田地域学習センター３階 第二学習室 

（３）参 加 者 地元町会等 １０名 

（４）内  容 

ア 密集事業による今年度の実績について 

イ 関連まちづくり案について(エリアデザイン計画等) 

ウ 不燃化特区制度の助成について 

（５）主な質疑 

Ｑ：来年度で終了予定の密集事業は、令和３年度以降はどのようになる 

のか。 

Ａ：不燃領域率の更なる向上、用地提供協力者も多くいることから区と 

しては事業継続を基本に関係機関と調整していく。 

（６）主な意見 

・ まちづくりの中で地元商店の振興も考慮願いたい。 

・ 事業継続はまちがきれいで安全となり歓迎する。 

 

２ 千住西地区まちづくり協議会（第９回）の開催結果について 

（１）開催日時 令和２年２月１３日（木）午後７時～午後８時 

（２）場  所 千住柳町住区センター 集会室 

（３）参 加 者 地元町会等 １０名 

（４）内  容 

ア 密集事業による今年度の実績について 

イ 不燃化特区制度の助成について 

ウ 個別相談会の開催について 

（５）主な質疑 

Ｑ：今年度買収した２か所のプチテラス用地は、どのように計画を進 

めていくのか。 

Ａ：計画には、幅広い年齢層やご近所の方の意見を聞きながら地域に愛 

されるものを整備していきたい。 
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３ 千住仲町地区まちづくり協議会（第６３回）の開催結果について 

（１）開催日時 令和２年２月１２日（水）午後７時～午後９時

（２）場 所 千住庁舎２０２、２０３会議室 

（３）参 加 者 地元町会等 ２０名

（４）内 容 

ア 各部会等の今年度活動報告について

・ うるおいのあるまちづくり部会

・ ふれあいのあるまちづくり部会

・ 千住仲町まちづくり協議会

イ 令和２年度の活動内容について

・ 協議会の体制

・ 訓練等の活動

（５）主な質疑

Ｑ：「ミリオン憩いのプチテラス」の防災倉庫の鍵を、プチテラス管理

者の管理だけではなく、町会でも管理したい。 

Ａ：鍵の数が少ないため、プチテラス管理者と調整していく。 

４ 五反野駅周辺まちづくり勉強会(第５回)の開催結果について 

（１）開催日時 令和２年１月１７日（金）午後６時～午後７時３０分

（２）場 所 足立小学校会議室 

（３）参 加 者 地元町会等 １０名

（４）内 容 

ア 地域の交通環境について

イ 年齢別居住状況等について

ウ 現在の土地利用について

（５）主な質疑

Ｑ１：無電柱化の計画はどのようになっているか。

Ａ１：駅付近は、来年度詳細設計に入っていく予定であり、完成まで

には数年かかる。 

Ｑ２：交番の完成時期はどうなっているか。 

Ａ２：警察署に確認したところ、本年度中に完成し、その後、引越し 

等完了させ稼働していくとのことである。 

（６）主な意見

・ 駅付近の土地利用が進んでいない状況が確認できる。

・ 道路幅員が６ｍに満たない道路が見受けられるが、今後の課題

である。

・ 地域の歴史や特色を活かしたまちを考えていきたい。

問 題 点 

今後の方針 

密集市街地整備事業に関する情報の発信及び共有の場として、今後もま

ちづくり協議会等を適宜開催し事業推進を図っていく。 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年３月１２日 

件   名 
東京都における「都市計画公園・緑地の整備方針」及び「緑確保の総合的

な方針」の改定に向けたパブリックコメントについて 

所管部課名 みどりと公園推進室みどり推進課 

内   容 

「都市計画公園・緑地の整備方針」及び「緑確保の総合的な方針」の改

定に向けて、東京都が実施しているパブリックコメントについて、以下の

とおり報告する。 

 

１ パブリックコメントの実施について 

（１）募集期間 

   令和２年２月１３日（木）～３月１９日（木） 

（２）周知方法及び閲覧・配布 

  ア あだち広報２月２５日号及び区ホームページ、ＳＮＳによる周知 

  イ みどり推進課窓口で、本編を閲覧、概要版を配布 

ウ 区民事務所、中央図書館、区政情報課、政策経営課の窓口で、概 

要版を配布 

（３）改定・公表は、いずれも令和２年５月予定。 

  
【参考】改定のポイント 

（１）「都市計画公園・緑地の整備方針」改定案の概要 

（別紙１参照 Ｐ１３） 

ア 新たな優先整備区域を設定、都市計画公園・緑地の整備を促進 

イ 優先整備区域拡大のルールの明確化 

ウ 優先整備区域内の建築制限の緩和※ 

  ※足立区では優先整備区域を対象とした建築制限の緩和措置を行

わない。 

（２）「緑確保の総合的な方針」改定の概要 

（別紙２参照 Ｐ１４） 

ア 将来に引き継ぐべき樹林地や農地の保全を促進 

イ 新たな「確保地」の設定および施策を提示 

ウ 確保の水準として「特定生産緑地」を新設、生産緑地を保全す 

べき農地として明確化 

 

問 題 点 

今後の方針 
２方針を踏まえて、足立区緑の基本計画改定作業を進める。 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年３月１２日 

件 名 公園施設の年末年始の利用状況について 

所管部課名 みどりと公園推進室公園管理課 

内 容 

公園内のスポーツ施設等は、令和元年１２月２８日及び令和２年１月４

日を利用日として拡大した。以下のとおり利用状況について報告する。 

１ 年末年始の利用状況及び１２月２１日（土）との比較表 

施設名 
利用者数（人） 

12／28（土） 1／4（土） 12／21（土） 

庭球場 （6公園） 351 348 430 

野球場 （保木間公園） 61（3団体） 25（1団体） 83（3団体） 

ミニ列車 （2公園） 556 783 520 

バッテリーカー 

（北鹿浜公園） 
431 419 287 

運動場（千住スポーツ公園） 100 0 140 

弓道場（千住スポーツ公園） 23 19 21 

相撲場（千住スポーツ公園） 0 0 0 

合計 1,522 1,594 1,481 

※ 庭球場：千住スポーツ公園、尾竹橋公園、宮元公園、上沼田東公園

江北公園、竹の塚第六公園 

※ ミニ列車：大谷田南公園、北鹿浜公園

※ 野球場、運動場：荒川河川敷緑地を除く

２ 結果 

・ 幼児向けのバッテリーカーやミニ列車は、利用が増えた。

・ そのほかの施設については、普段とあまり変わらなかった。

問 題 点 

今後の方針 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年３月１２日 

件   名 マンション管理状況届出制度の施行について 

所管部課名 建築室住宅課 

内   容 

平成３１年３月に制定された「東京におけるマンションの適正な管理の促

進に関する条例」に基づき、令和２年４月１日から施行されるマンション管

理状況届出制度について、以下のとおり報告する。 

 

１ マンション管理状況届出制度について 

（１）概要 

   マンションの適正な維持管理を推進するために、５年に一度、管理状

況の届出を実施し、必要に応じて助言や指導等を行う制度である。 

（２）届出内容（別紙参照 Ｐ１７～１８） 

昭和５８年の区分所有法改正以前に新築された６戸以上のマンショ

ンが対象となり、以下の事項について届出が必要である。 

ア マンションの概要 

  イ 管理不全を予防するための必須事項 

  ウ 適正な維持管理に関する事項 

  エ マンションの社会的機能の向上に資する取組に関する事項 

   ※足立区における届出対象マンションは約３００棟 

（東京都マンションデータベースによる） 

（３）届出開始日 

 令和２年４月１日 

（４）届出方法 

  ア 紙面による届出書の提出 

  イ インターネットからの直接入力 

 

２ 今後の予定 

年 月 内  容 

令和2年 3月 東京都から対象マンションへ制度案内発送 

4月 マンション管理状況届出受付 開始 

10月 未届マンションに対する督促 開始 
 

問 題 点 

今後の方針 

東京都と連携してマンション管理状況届出制度の周知を図るとともに、届

出内容に応じて助言、指導等を行い、適正管理を推進していく。 
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建 設 委 員 会 情 報 連 絡 

令和２年３月１２日 

件   名 ＵＲ東綾瀬団地における住棟活用事業の完了について 

所管部課名 建築室住宅課 区営住宅更新担当課 

 

内   容 

ＵＲ東綾瀬団地における住棟活用事業の工事が完了し、入居を開始したの

で、以下のとおり報告する。 

１ 事業の概要 

（１）管理・運営事業者 株式会社フージャースアセットマネジメント 

（２）活用住棟  ４階建て ２棟 計４８戸 

（３）事業の特色（別紙参照 Ｐ２０～２１） 

   昭和３０年代に建設された既存住棟を、ＤＩＹ・アウトドア志向賃貸

住宅として再生。 

２ 事業の経緯 

年月日 内 容 

2018年11月～2019年8月 ＵＲによる改修工事 

2019年 9 月～2020年1月 管理・運営事業者による改修工事 

2020年 2 月1日 開設・入居開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 
適正な維持管理を働きかける。 

 

住棟活用事業 位置図 

N 

東綾瀬団地 

住棟活用事業 

パークタウン 
東綾瀬 

19



20



21




